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作陽短期大学学則 

 

 第１章  総則 

 

第 1 条 本学を作陽短期大学と称する。 

 

第 2 条 教育基本法および学校教育法の定めるところに従い，次のとおり目的を定める。 

本学は，大乗仏教に基づく宗教的情操教育により豊かな人間性を涵養するという建学の精神に則り，

深く専門の学芸を教授研究して，心豊かに生きいきと生きる職業人を育成し，学術の中心として社会

の発展に寄与することを目的とする。 

 

第 3 条 本学に音楽学科を置く。 

②音楽学科は音楽専攻及び幼児教育専攻をもって構成する。 

   ③学科及び各専攻の教育研究上の目的は別に定める。 

 

第 4 条 本学の学生定員は次のとおりである。 

      入学定員  音楽学科      ８０名 

（音楽専攻      ４０名） 

（幼児教育専攻    ４０名） 

      収容定員  音楽学科      １６０名 

 

 第２章  学年・学期及び休業日 

 

第 5 条 学年は４月１日に始まり，翌年３月３１日に終る。 

   ②前項の規定にかかわらず学長は，学年の始期及び終期を変更することができる。 

 

第 6 条 学年を前期，後期の２期に分ける。なお，期間については，別に定める本学の学年暦による。 

   ②前項の規定にかかわらず学長は，各期の始期及び終期を変更することができる。 

 

第 7 条 休業日は次の各号の通りである。 

（１）日曜日 

（２）国民の祝日に関する法律に規定する休日 

（３）学校創立記念日（５月２日） 

（４）春期，夏期および冬期休業日に関しては，別に定める本学の学年暦による。 

   ②前項に規定する休業日において，必要ある場合は授業その他を行うことがある。また，休業日は臨時

に定めることができる。 

 

 第３章  修業年限および入学資格 

 

第 8 条 修業年限は次のとおりである。 

    音楽学科 ２年 

   ②学生は４年を超えて在学することができない。 

 

第 8 条の 2 本学が教育上有益と認めるときは,前条の規定にかかわらず，学生が職業を有している等の事情に

より，修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する

旨を申し出たときは，その計画的な履修を認めることができる。 

 

第 9 条 入学資格は次の各号のとおりである。 

（１）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により，これに相

当する学校教育を修了した者を含む。） 

（３）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定した者 



（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者 

（５）専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者 

（６）文部科学大臣の指定した者 

（７）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規定によ

る大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

（８）学校教育法第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって，当該者をその後に入学

させる大学において，大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めた者 

（９）大学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で，１８歳に達した者 

第 10 条 入学者の選考は，学科試験，面接及び出身学校長から提出された調査書などにより，教授会の意見

を聴き学長が行なう。 

 

 第４章  授業科目及びその履修方法と学修の評価並びに卒業 

 

第 11 条 授業科目及びその履修方法は次の通りである。 

    （１）授業科目はこれを別表第１の如く必修科目及び選択科目に分け，各学年に配当して教育課程を

編成し，所定の単位を履修させる。また，上記授業科目は，多様なメディアを高度に利用して，

当該授業を行う教室以外の場所でも履修させることができる。 

    （２）１年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含め，３５週とする。 

    （３）各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等

を考慮して，次の基準により計算するものとする。 

イ．講義及び演習については，１５時間から３０時間までの範囲で本学が定める時間の授

業をもって１単位とする。 

ロ．実験，実習，実技等の授業については３０時間から４５時間の範囲で本学が定める時

間の授業をもって１単位とする。ただし，個人指導による実技の授業については，本

学が定める時間の授業をもって１単位とすることができる。 

ハ．一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併用

により行う場合については，その組み合わせに応じ、イ及びロに規定する基準を考慮

して本学が定める時間の授業をもって 1 単位とする。 

    （４）前号の規定にかかわらず，卒業研究等の授業科目について，これらの学修の成果を評価して単

位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学修等を考慮して，単位数を

定めることができる。 

    （５）本学音楽学科音楽専攻・幼児教育専攻を卒業するためには，２年以上在学し，別表第１に掲げ

る全学共通科目,専攻開講科目の中から,合計６３単位以上を修得しなければならない。 

 

第 12 条 音楽学科に在学する者で教育職員免許状を得ようとする者は，前条第５号の規定によるほか教育職

員免許法及び教育職員免許法施行規則に定める別表２の所要の単位を修得しなければならない。 

 

第 13 条 本学において，取得できる資格及び取得の要件は次のとおりである。 

学科・専攻名 資  格  名 取得の要件 

音楽学科 

幼児教育専攻 
幼稚園教諭二種免許状 第１２条 

 

第 13 条の２ 児童福祉法令に基づく保育士の資格を取得しようとする者は，音楽学科幼児教育専攻に在籍し，

第 11 条の（5）に規定する卒業の要件を充足し，かつ児童福祉法施行規則に定める科目及び単

位を修得しなければならない。 

 

第 14 条 学長は，本学に２年以上在学し第11条に定める単位を修得した者に対し，教授会の意見を聴き，卒



業を認定し，短期大学士（音楽）の学位を授与する。 

   ②前項の卒業の認定及び短期大学士（音楽）の学位の授与は，学年の途中においても学期の区分に従い，

行うことができる。 

 

第 15 条 単位の授与と学修の評価は次の各号のとおり行なう。 

    （１）各科目の単位の授与は，平素の受講状況，学習態度などを考慮し，試験の成績等によって行な

う。 

    （２）学修の評価は，成績段階区分を次のとおり定める。 

       評点   90 点～100 点  秀 

            80 点～ 89 点  優 

            70 点～ 79 点  良 

            60 点～ 69 点  可 

            59 点以下    不可 

    （３）学生への通知は，標語によって行なう。 

②前項 2 号の学修評価による学業結果を総合的に判断する指標として，GPA（Grade Point Average）を

用いる。 

③前項に定める GPA は，学修評価のうち，秀につき 4，優につき 3，良につき 2，可につき 1，不可につ

き 0 を，それぞれ評価点として与え，各授業科目の評価点にその単位数を乗じて得た積の合計を，登

録科目の総単位数で除して算出する。 

④前項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 

 

第 15 条の 2 学生が 1 年間に履修科目として登録できる単位数は，学科の定めるところによる。必要な事項は

別に定める。 

 

 第５章  入学・退学・休学及び転学 

 

第 16 条 本学の入学期は毎年４月とする。ただし，学長は教授会の意見を聴き後期からの入学を認めること

ができる。 

   ②入学志願者は，所定の願書に，入学検定料を添えて学長に提出しなければならない。 

   ③入学検定料は別表４のとおりである。 

 

第 17 条 入学を許可された者は，所定の在学保証書，誓約書のほか，別に定める書類を学長へ提出しなけれ

ばならない。 

 

第 18 条 学生が疾病その他の事由により，２ヶ月以上にわたり出席の見込みがないときは，休学を命ずるこ

とがある。１期または１年間休学する場合は当該期間の授業料その他の諸納付金を免除するが、別に

定める在籍料を納入しなければならない。 

   ②休学の期間は引き続き１年を超えることができない。ただし，特別の事情があるときは，更に願い出

により１年以内に限り休学することができる。 

   ③全休学期間は２年を超えることはできない。 

   ④休学期間は修業年限に算入しない。 

 

第 18 条の 2 第８条の２に規定する長期履修学生の休学については，別に定める。 

 

第 19 条 学生が疾病その他やむを得ない事由のため，退学，休学又は転学をする時は，その理由を詳記して，

保証人から学長に願い出なければならない。 

   ②大学又は短期大学１年次の課程を修了した後，本学に転入学を希望する者については，欠員のある場

合に限り，授業科目，修得単位数を勘案して，転入学を許可することがある。 

   ③本学内で転専攻を希望する者については、欠員のある場合に限り、授業科目、修得単位数を勘案して、

許可するものとする。 

 

第 19 条の２ 外国人で大学等において教育を受ける目的をもって入国し，本学に入学を志願する者があると

きは，選考の上，外国人留学生として入学を許可することがある。 



   ②外国人留学生について必要な事項は別に定める。 

 

第 19 条の３ 帰国子女学生で，本学に入学を志望する者があるときは，選考の上，帰国子女学生として入学

を許可することがある。 

   ②帰国子女学生について必要な事項は別に定める。 

 

第 20 条 休学期間満了のとき，又は休学期間内であってもその事由が消滅したときは，学長の許可を得て復

学することができる。 

 

第 21 条 次の各号の一に該当する者は，学長が除籍することができる。 

    （１）第８条に規定する在学年限を超えた者。 

    （２）死亡又は行方不明の者。 

    （３）正当な事由なく授業料その他の諸納付金納入の義務を怠った者。 

    （４）第18条に定める休学期間を超えた者。 

（５）本学に就学する意志がないことが明らかになった者。 

   ②前項３号の規定により除籍となった者が，未納分の授業料その他の諸納入金を完納したときは，退学

とする。 

 

第 21 条の 2 第８条の２に規定する長期履修学生の除籍については，別に定める。 

 

第 22 条 願いにより本学を退学した者が，退学後３年以内に再入学を希望するときは，選考のうえ入学を許

可することができる。この場合，退学前に修得した単位の全部又は一部をすでに修得したものとして

認めることがある。この認定は教授会の意見を聴き学長が行う。 

   ②再入学の場合の入学検定料は，当該学科の新規入学検定料と同額とし，その他の必要な手続きは別に

定める。 

   ③大学又は短期大学を卒業又は中途退学し，新たに本学の１年次に入学した学生の既修得単位について

教育上有益と認めるときは，30 単位を超えない範囲で本学において修得したものと認定することがで

きる。この認定は教授会の意見を聴き学長が行なう。 

    なお，外国の大学において修得した単位についても準用できる。 

    但し，単位認定に関連して修業年限の短縮は行なわない。 

 

第 22 条の２ 本学において教育上有益と認めるときは，他の大学又は短期大学との協議により学生が当該他

の大学等の科目を履修することを認めることがある。 

   ②前項の規定により当該他の大学等において修得した単位については，30 単位を超えない範囲で本学に

おいて履修したものとみなすことができる。 

   ③前２項の実施に関して必要な事項については，別に定める。 

 

 第６章  賞   罰 

 

第 23 条 学長は教育上必要と認めたときは，別に定める手続きを経て学生を褒賞し又は懲戒を行う。 

    懲戒は次のとおりである。 

     訓 告  停 学  退 学 

 

第 24 条 前条にかかげた退学の取扱いを受ける者は，次の各号の一に該当する者とする。 

     （１）性行不良で改悛の見込みがないと認めた者 

     （２）学力劣等で卒業の見込みがないと認めた者 

     （３）正当の事由なくして出席しない者 

     （４）大学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者 

 

 第７章  入学金，授業料及び学資貸与等 

 

第 25 条 入学を許可された者は，所定の期日までに入学金を納入しなければならない。 

   ②授業料は各期の始めにその半額ずつを納入するものとする。但し，特別の事情があると認められる者



は，願い出により延納を認めることがある。 

   ③既納の入学金，授業料等はこれを返還しない。 

   ④入学金，授業料等は別表４のとおりである。ただし，別に定めるところによりこの額を減ずることが

できる。 

 

第 25 条の 2 第８条の２に規定する長期履修学生の入学金,授業料等については別に定める。 

 

第 26 条 品行方正，学業優秀，身体強健で，学資の支弁が困難と認められる学生に対しては，授業料及び入

学金等を減免し又は，学資を貸与することがある。 

   ②減免又は貸与の額は別に定める。 

 

 第８章  職員組織 

 

第 27 条 本学に学長，教授，准教授，助教及び助手をおく。 

   ②本学に前項のほか，副学長，講師その他必要な職員をおくことができる。 

   ③学長は，教授，准教授，講師，助教及び助手を統督する。副学長は学長を補佐し，学長事故ある時は

その代行をする。 

   ④本学に事務局を設け，事務職員を置く。事務職員は学長の指揮監督を受け，諸般の事務を掌る。 

   ⑤本学に名誉学長及び名誉教授をおくことができる。 

 

 第９章  教授会 

 

第 28 条 本学に教授会を置く。 

②本学に教授会に属する一部の者を以て構成する代議員会を置く。 

 

第 29 条 教授会には，准教授その他の職員を加えることができる。 

 

第 30 条 教授会及び代議員会は，学長がこれを招集する。但し，教授会及び代議員会を組織する者の半数以

上出席しなければこれを開くことができない。 

 

第 31 条 教授会は，学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

（１） 学生の入学，卒業及び課程の修了 

（２） 学位の授与 

（３） 前 2 号に掲げるもののほか，教育研究に関する重要な事項で，教授会の意見を聴くことが必

要なものとして学長が定めるもの 

   ②教授会は，前項に規定するもののほか，学長及び学科長その他の教授会が置かれる組織の長（以下こ

の項において「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し，及び学長等

の求めに応じ，意見を述べることができる。 

    

第 32 条 教授会の審議は学長の裁決によってこれを決定する。 

②教授会は，別に定めるところにより，代議員会の意見を以て，教授会の意見とすることができる。 

 

第 33 条 教授会は必要に応じて別に特別委員会又は専門委員会を設けて審議することができる。 

 

 第１０章  自己点検，自己評価 

 

第 34 条 本学の教育，研究の充実を図るため，自己点検，自己評価を行う。 

   ②自己点検，自己評価に関する実施方法等については別に定める。 

   ③授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施する。実施方法等については別

に定める。 

 

 第１１章  専攻科 

 



第 35 条 短期大学を卒業した者に対して，音楽に関する科目について，短期大学の教育の上に深遠な程度に

おいて，特別の事項を教授し，その研究を指導するために，本学に専攻科音楽専攻を置く。 

 

第 36 条 音楽専攻の修業年限は１年とし，入学定員は 10 名とする。 

 

第 37 条 音楽専攻の入学資格は次の各号のとおりである。 

    （１）音楽に関する短期大学を卒業した者又は卒業見込みの者 

    （２）音楽に関する大学の２年の課程を修了した者 

 

第 38 条 音楽専攻の教育課程は別表３のとおりである。 

 

第 39 条 音楽専攻修了の資格を得るには，１年以上在学し，30 単位以上修得しなければならない。 

   ②前項の単位を修得した者は，教授会の意見を聴き，学長が所定の修了証書を授与する。 

 

第 40 条 音楽専攻の入学検定料，入学金，授業料等は別表４のとおりである。 

 

第 41 条 第５条から第７条まで，第11条第２号，第３号，第15条から第22条の１第１項まで及び第23条，第24

条の規定は音楽専攻の学生にもこれを準用する。 

 

 第１２章  科目等履修生等 

 

第 42 条 本学の授業科目の履修を希望する者があるときは，選考の上，科目等履修生としてこれを許可する

ことができる。 

 

第 43 条 本学の授業科目の聴講を希望する者があるときは，選考の上，聴講生としてこれを許可することが

できる。 

 

第 44 条 科目等履修生が所定の時数を授業に出席した場合は，試験を受け，その成績等に基づき単位の修得

を認定される。 

第 45 条 科目等履修生及び聴講生の入学検定料，入学金，受講料は別表４のとおりである。 

 

第 46 条 科目等履修生が単位を修得した場合は，科目等履修生単位修得証明書を交付する。 

 

第 47 条 第５条から第７条まで第11条第２号，第３号，第15条，第23条，第24条の規定は科目等履修生，聴

講生にもこれを準用する。 

②文部科学大臣の定めるところにより，本学学生以外の者を対象とした特別の課程を編成し，これを修了

した者に対し，修了の事実を証する証明書を交付することができる。 

③前項の実施方法等については別に定める。 

 

 第１３章  図書館 

 

第 48 条 本学の目的使命を達成するために図書館を設ける。 

   ②図書館の運営に関する規程は，これを別に定める。 

 

 第１４章  厚生補導 

 

第 49 条 本学の学生の厚生・補導のために必要な組織をおく。 

   ②厚生・補導の運営に関する規程はこれを別に定める。 

 

 第１５章  補則 

 

第 50 条 本学則施行に関する細則は，別に学長がこれを定める。 

 



（附   則） 

１．本学則は平成元年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成２年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成３年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成４年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成５年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成６年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成７年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成８年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成９年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成10年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成11年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成12年４月１日からこれを実施する。 

１．本学則は平成13年４月１日からこれを実施する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成14年４月１日からこれを実施する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成15年４月１日からこれを実施する。 

  ただし，別表１，２の一部については平成14年度入学生からこれを適用する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成16年４月１日からこれを施行する。 

  ただし，別表１，２の一部については平成15年度入学生からこれを適用する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成17年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成17年10月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成19年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成20年４月１日からこれを施行する。 

  ただし，別表１，２の一部については平成 19 年度入学生からこれを適用する。 

  また，別表４の受講料（１単位につき）については，受講科目の当該年度の学則に定める受講 

料を適用する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成21年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成21年６月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成22年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成23年４月１日からこれを施行する。 

  ただし，第 11 条の（５）については，平成 20 年度入学生からこれを適用する。 



 

（附   則） 

１．本学則は平成24年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成25年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成26年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成27年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成28年４月１日からこれを施行する。 

  ただし、音楽学科音楽専攻の専門に関する科目の共通科目「室内楽特別講座」（1単位）については、平成

27年度入学生からこれを適用する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成29年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成30年４月１日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成30年10月23日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は平成31年4月1日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は令和2年4月1日からこれを施行する。 

 

（附   則） 

１．本学則は令和3年4月1日からこれを施行する。 



必修 選択 必修 選択

創立者松田藤子の志 1 音楽基礎理論 2

創立者松田藤子の教え 1 音楽理論 2

キャンパスライフデザインⅠ 2 ソルフェ－ジュⅠ 1

キャンパスライフデザインⅡ 2 ソルフェ－ジュⅡ 1

ITリテラシー基礎 2 ソルフェ－ジュⅢ 1

ラーニングスキルズ 1 ソルフェ－ジュⅣ 1

日本国憲法 2 和声学Ⅰ 1

心理学 2 和声学Ⅱ 1

キャリアライフデザイン 1 和声学Ⅲ 1

Basic English A 1 和声学Ⅳ 1

Basic English B 1 指揮法 1

Advanced English A 1 作・編曲法 2

Advanced English B 1 音楽美学Ⅰ 2

健康科学 1 音楽美学Ⅱ 2

健康スポーツ 1 楽器のための音響学 2

マリンスポーツ 1 ポピュラー音楽制作演習 1

ウィンタースポーツ 1 民族音楽概説 2

ひとの心を動かすひとになる講座 1 吹奏楽の歴史と魅力 2

英会話 1 ポピュラージャズ演習 1

フランス語会話 1 日本音楽史 2

イタリア語会話 1 西洋音楽史 2

ドイツ語会話 1 副科声楽Ⅰ 1

中国語会話 1 副科声楽Ⅱ 1

コミュニティライフデザイン 1 副科声楽Ⅲ 1

地域フィールドワーク 1 副科声楽Ⅳ 1

住み続けられるまちづくり 1 副科ピアノ演習Ⅰ 1

大学と地域 1 副科ピアノ演習Ⅱ 1

くらしきチャレンジ演習 1 副科ピアノ演習Ⅲ 1

若衆実践演習 2 副科ピアノ演習Ⅳ 1

大乗仏教から学ぶ人間形成Ⅰ 1 副科ピアノⅠ 1

大乗仏教から学ぶ人間形成Ⅱ 1 副科ピアノⅡ 1

社会人マナー講座 1 副科ピアノⅢ 1

インターンシップ 2 副科ピアノⅣ 1

合唱Ⅰ 1

合唱Ⅱ 1

合唱Ⅲ 1

合唱Ⅳ 1

教育指導吹奏楽Ⅰ 1

教育指導吹奏楽Ⅱ 1

教育指導吹奏楽Ⅲ 1

教育指導吹奏楽Ⅳ 1

リコーラスアンサンブルⅠ 1

リコーラスアンサンブルⅡ 1

リコーラスアンサンブルⅢ 1

リコーラスアンサンブルⅣ 1

職業音楽人キャリアⅠ 1

職業音楽人キャリアⅡ 1

音楽隊筆記試験対策講座 1

民間企業就活対策講座 1

進学対策講座 1

ピアノグレード取得講座Ⅰ 1

ピアノグレード取得講座Ⅱ 1

電子オルガングレード取得講座Ⅰ 1

電子オルガングレード取得講座Ⅱ 1

レスナー養成講座 2

コンサートホールマネジメント 2

音楽貢献実践A 1

音楽貢献実践B 1

音楽貢献実践A 1

音楽貢献実践B 1

計 10 30

別表第１　音楽学科音楽専攻課程　教育課程　（その１）
科目
区分

科目名
単位数 科目

区分
科目名

単位数

全
学
共
通
科
目

専
攻
開
講
科
目



必修 選択 必修 選択

主科レッスンⅠ 3

主科レッスンⅡ 3

主科レッスンⅢ 3

主科レッスンⅣ 3

ピアノ伴奏演習Ⅰ 2

ピアノ伴奏演習Ⅱ 2

ピアノ指導法Ⅰ 2

ピアノ指導法Ⅱ 2

室内楽Ⅰ 2

室内楽Ⅱ 2

キャンパスコンサート 2

歌唱メソッド演習Ⅰ 2

歌唱メソッド演習Ⅱ 2

重唱Ⅰ 2

重唱Ⅱ 2

吹奏楽Ⅰ 2

吹奏楽Ⅱ 2

吹奏楽Ⅲ 2

吹奏楽Ⅳ 2

合奏Ⅰ 2

合奏Ⅱ 2

オーケストラⅠ 2

オーケストラⅡ 2

オーケストラⅢ 2

オーケストラⅣ 2

マーチング指導法Ⅰ 1

マーチング指導法Ⅱ 1

マーチング指導法Ⅲ 1

マーチング指導法Ⅳ 1

マーチング指導演習Ⅰ 1

マーチング指導演習Ⅱ 1

マーチング指導演習Ⅲ 1

マーチング指導演習Ⅳ 1

副科三弦Ⅰ 2

副科三弦Ⅱ 2

副科三弦Ⅲ 2

副科三弦Ⅳ 2

音楽総合研究Ⅰ 2

音楽総合研究Ⅱ 2

音楽総合研究Ⅲ 2

音楽総合研究Ⅳ 2

音楽総合研究Ⅴ 2

音楽総合研究Ⅵ 2

音楽総合研究Ⅶ 2

音楽総合研究Ⅷ 2

インテグレイテッドデザイン演習Ⅰ 2

インテグレイテッドデザイン演習Ⅱ 2

インテグレイテッドデザイン演習Ⅲ 2

インテグレイテッドデザイン演習Ⅳ 2

DTM・DAW音楽制作演習Ⅰ 2

DTM・DAW音楽制作演習Ⅱ 2

バンドサウンド制作演習Ⅰ 2

バンドサウンド制作演習Ⅱ 2

ポピュラー作編曲演習Ⅰ 1

ポピュラー作編曲演習Ⅱ 1

ポピュラー作編曲演習Ⅲ 1

ポピュラー作編曲演習Ⅳ 1

ビジュアルデザイン制作演習Ⅰ 1

ビジュアルデザイン制作演習Ⅱ 1

ビジュアルデザイン制作演習Ⅲ 1

ビジュアルデザイン制作演習Ⅳ 1

スタジオ音響演習Ⅰ 1

スタジオ音響演習Ⅱ 1

学外レコーディング実習 1

卒業研究 2

計 2 185

12 215

別表第１　音楽学科音楽専攻課程　教育課程　（その２）
科目
区分

科目名
単位数 科目

区分
科目名

単位数

専
攻
開
講
科
目

専
攻
開
講
科
目

合　　　　　計



必修 選択 必修 選択

創立者松田藤子の志 1 保育・教職キャリアⅠ 2

創立者松田藤子の教え 1 保育・教職キャリアⅡ 2

キャンパスライフデザインⅠ 2 保育・教職キャリアⅢ 2

キャンパスライフデザインⅡ 2 保育・教職実践演習（幼） 2

ITリテラシー基礎 2 保育原理 2

ラーニングスキルズ 1 子ども家庭福祉 2

日本国憲法 2 保育者論 2

心理学 2 教育学概論 2

キャリアライフデザイン 1 幼児教育課程論 2

Basic English A 1 社会的養護Ⅰ 2

Basic English B 1 教職論 1

Advanced English A 1 社会福祉 2

Advanced English B 1 子ども家庭支援論 2

健康科学 1 教育心理学（幼） 2

健康スポーツ 1 子どもの保健 2

マリンスポーツ 1 子ども家庭支援の心理学 2

ウィンタースポーツ 1 子どもの理解と援助 1

ひとの心を動かすひとになる講座 1 子どもの食と栄養 2

英会話 1 幼児教育の理論と方法 1

フランス語会話 1 教育相談の理論と方法 1

イタリア語会話 1 特別支援教育総論 1

ドイツ語会話 1 保育内容総論 1

中国語会話 1 保育内容（健康） 1

コミュニティライフデザイン 1 保育内容（人間関係） 1

地域フィールドワーク 1 保育内容（環境） 1

住み続けられるまちづくり 1 保育内容（言葉） 1

大学と地域 1 保育内容（表現） 1

くらしきチャレンジ演習 1 乳児保育Ⅰ 2

若衆実践演習 2 乳児保育Ⅱ 1

大乗仏教から学ぶ人間形成Ⅰ 1 障害児保育Ⅰ 1

大乗仏教から学ぶ人間形成Ⅱ 1 障害児保育Ⅱ 1

社会人マナー講座 1 社会的養護Ⅱ 1

インターンシップ 2 子どもの健康と安全 1

子育て支援 1

リトミック 2

音楽基礎Ⅰ 1

音楽基礎Ⅱ 1

ピアノ演習Ⅰ 1

ピアノ演習Ⅱ 1

ピアノ演習Ⅲ 1

ピアノ演習Ⅳ 1

弾き歌いⅠ 1

弾き歌いⅡ 1

図画工作 1

体育 1

子ども文化 1

保育内容（健康）の指導法 2

保育内容（人間関係）の指導法 2

保育内容（環境）の指導法 2

保育内容（言葉）の指導法 2

保育内容（表現）の指導法 2

幼児教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む） 2

保育実習指導Ⅰ 2

保育実習Ⅰ 4

保育実習指導Ⅱ 1

保育実習Ⅱ 2

保育実習指導Ⅲ 1

保育実習Ⅲ 2

教育実習指導（幼） 1

教育実習（幼） 4

計 10 30

　　　　音楽学科幼児教育専攻課程　教育課程　（その１）
科目
区分

科目名
単位数 科目

区分
科目名

単位数

全
学
共
通
科
目

専
攻
開
講
科
目



必修 選択 必修 選択

ソルフェージュⅠ 1

和声学Ⅰ 1

合唱Ⅰ 1

音楽理論 2

民族音楽概説 2

日本音楽史 2

作・編曲法 2

計 2 102

12 132

　　　　音楽学科幼児教育専攻課程　教育課程　（その２）
単位数

専
攻
開
講
科
目

専
攻
開
講
科
目

科目
区分

科目名
単位数

科目名
科目
区分

合　　　　　計



別表２　　幼稚園教諭二種免許状取得に関する科目

必修単位数

幼二種免

保育内容（健康） 1

保育内容（人間関係） 1

保育内容（環境） 1

保育内容（言葉） 1

保育内容（表現） 1

保育内容（健康）の指導法 2

保育内容（人間関係）の指導法 2

保育内容（環境）の指導法 2

保育内容（言葉）の指導法 2

保育内容（表現）の指導法 2

保育内容総論 1

教育学概論 2

教職論 1

教育心理学(幼) 2

特別支援教育総論 1

幼児教育課程論 2

幼児教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む） 2

幼児理解の理論と方法 1

教育相談の理論と方法 1

教育実習（幼） 4

教育実習指導（幼） 1

保育・教職実践演習(幼) 2

35

科目区分 科　目　名 備　考

計

領域及び保育内容の指導法に
関する科目

教育の基礎的理解に関する科
目

道徳、総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指導、教育
相談等に関する科目

教育実践に関する科目



別表３　専攻科　音楽専攻　　教育課程
必修 選択 必　修 選　択
単位数 単位数 単位数 単位数

専攻レッスンⅠ 4 楽曲研究Ⅰ 2
専攻レッスンⅡ 4 楽曲研究Ⅱ 2
アンサンブルⅠ 2 副科レッスンⅠ 1
アンサンブルⅡ 2 副科レッスンⅡ 1
室内楽Ⅰ 2 合唱Ⅰ 1
室内楽Ⅱ 2 合唱Ⅱ 1
重唱Ⅰ 2 作・編曲研究Ⅰ 2
重唱Ⅱ 2 作・編曲研究Ⅱ 2
作品研究Ⅰ 2 外国語Ⅰ 1
作品研究Ⅱ 2 外国語Ⅱ 1
キャンパスコンサート 2

合計 16 24

授業科目名 授業科目名



別表４　　入学検定料、入学金及び授業料
納入金目別 金　　額 該当条項

30,000 第16条

30,000 第40条

5,000 第45条

5,000 第45条

300,000 第16条

250,000 第16条

学内 100,000 第40条

学外 210,000 第40条

25,000 第45条

20,000 第45条

760,000 第16条

450,000 第16条

280,000 第40条

570,000 第16条

350,000 第16条

300,000 第41条

受講料 講義科目 16,500 第45条

（１単位につき） 演習・実験・実習科目 33,000 第45条

音楽実技科目 35,000 第45条

講義科目 15,000 第45条

演習・実験・実習科目 30,000 第45条

音楽実技科目 32,000 第45条

科目等履修生

聴講生

授業料
音楽学科　音楽専攻

音楽学科　幼児教育専攻

専攻科音楽専攻

教育運営費
音楽学科　音楽専攻

音楽学科　幼児教育専攻

専攻科音楽専攻

入学金
音楽学科　音楽専攻

音楽学科　幼児教育専攻

専攻科音楽専攻

科目等履修生

聴講生

入学検定料
音楽学科

専攻科音楽専攻

科目等履修生

聴講生
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